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はじめに
　近年新潟県中越地震や岩手宮城内陸地震などの M6以上の大規模地震が多数発生し、それらにより多くの地すべり

災害を引き起こし、死者をだした。地震動を起因とする地すべり地の間隙水圧変動を観測した例は少なく、未だ不明な
点が多くあり、メカニズムの解明が必要である。その為、本論では地すべり地において観測した 5つの地震による強震
動および間隙水圧変動を用いて、地震時における間隙水圧変動特性について考察した。

解析に用いる地震動と間隙水圧計の情報
　我々は新潟県の伏野地すべり地にて、地震動と間隙水圧の観測を行っており、当地区において地震時に間隙水圧の

変動がみられた為その結果を示す。
　本研究では以下の５つの地震動、2004年新潟県中越地震M6.8(EQ1)およびその最大余震M6.5(EQ1’)、2007年新潟

県中越沖地震 M6.8(EQ2)、2011年長野県北部地震 M6.6(EQ3)およびその最大余震 M5.8(EQ3’)を用いて解析を行なう。
2010年より地震計を伏野地すべりへ設置した為、それ以前 (EQ1-EQ2)の強震データは防災科学研究所 K-net安塚 (NIG
024)のデータを利用した。また、伏野の最大加速度および最大速度を推定するため、司・翠川（1999）の断層最短距離
を用いた距離減衰式によって求めた。
　間隙水圧計の位置は地すべり移動土塊内において移動量の大きい中部ブロックに設置しており、観測は 10分間隔で

行なっている。EQ1-EQ2間では 5基の観測値を用い、その後積雪による計器の圧壊の為 2基を新設し、EQ3,3’では 2基
の観測値を用いた。

結果と考察
　 5つの地震動発生時に全ての間隙水圧計で変化が生じた。EQ1-2では地震発生後に静水圧を超え、スパイク状の上

昇及び減少を示している間隙水圧の観測値が得られた。これらの水圧変動は透水性の低い地盤内部で地震による急速な
弾性圧縮を受けたことにより、土粒子間の空隙が体積変化して一時的な間隙水圧変動を示していることが考えられる。本
稿では、地震によってスパイク上の上昇?減少を示す過剰間隙水圧について、静水圧を 0としてそこからの増減分を絶対
値で表したものを過剰間隙水圧の絶対値とする。
　解析結果から、最大加速度が大きくなるに連れ水圧変動も大きくなる傾向が見られた。5つの地震動の中で最も高い

最大加速度は EQ3時の東西 236Gal、南北 382Gal、上下 108Galであった。また、EQ3における周波数特性では、3Hz付
近に卓越周波数帯が存在していることが分かった。その時の過剰間隙水圧変動は過去の例の中で最も高い 15kPaであっ
た。また EQ3以外の地震動による過剰間隙水圧変動は大きくて 1kPa程度であることから、EQ3時の水圧変動が極端に
大きいことがわかる。その要因として EQ3,3’発生時には地すべり土塊上に 3mの積雪があり、積雪層によるすべり層の
圧密、および積雪層の長期載荷によるすべり層の圧密という要因が重なり大きな水圧変動が起こった可能性が考えられ
る。また、岡本ら (2006)は本対象地において EQ1,EQ2では地震前よりも水圧の高い状態が 8-24時間継続し、それは地
震時の地盤の弾性圧縮変形（スパイク状の上昇）と塑性的な圧縮変形（高間隙水圧の残留）の両成分で構成されたため
と報告している。EQ3,3’では同様の事例が見られ、地震以前の静水圧よりも高い状態が 1-3日間継続した。　
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